
小樽商科大学 卒業論文 （昭和47年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和47 3659 医療の経済的考察
昭和47 3660 P.H.ウィックスティードの分配の法則の調整
昭和47 3661 日本経済の飛躍的発展への正道　-寡占化への必然性をめぐって-
昭和47 3662 日本経済の二重構造
昭和47 3663 寡占理論の検討　-参入理論をとおして-
昭和47 3664 成長と貿易　-幾何学的解明-
昭和47 3665 インフレーションの再分配効果
昭和47 3666 フィッシャー利子論の体系
昭和47 3667 経済成長と貿易収支の理論と戦後日本の計量化
昭和47 3668 規模の経済性
昭和47 3669 ケインズ体系の考察
昭和47 3670 労働と機械の周辺
昭和47 3671 第一次世界大戦後から朝鮮戦争までのアメリカ経済の分析
昭和47 3672 大河内理論の構造とドイツ社会政策論争史
昭和47 3673 日本の定年制についての若干の考察
昭和47 3674 女の政治学　-女の自立と解放の原基-
昭和47 3675 企業別労働組合
昭和47 3676 福祉国家への途
昭和47 3677 国家と社会の考察　-国家と社会における個人人格の発展-
昭和47 3678 戦後日本資本主義経済・社会の動向　-戦後労働社会階級の生活と意識-
昭和47 3679 税の転嫁と帰着
昭和47 3680 公共支出
昭和47 3681 J.E.MEADE　関税同盟理論
昭和47 3682 低開発国の工業化と経済発展
昭和47 3683 国際通貨制度について
昭和47 3684 ANGUS　MADDISON著　ECONOMIC PROGRESS AND POLICY IN
昭和47 3685 経済体制と各国経済計画　-体系論的視点からの考察-
昭和47 3686 低開発国の工業化
昭和47 3687 国際通貨体制再建への道
昭和47 3688 C.Kindlederger著　Power and Money の紹介
昭和47 3689 Eric Roll著　The World After Keynes, Preger   1968
昭和47 3690 低開発国の農業問題に関する三つの論文
昭和47 3691 日中貿易関係史　-戦後日中貿易の発展過程の推移-
昭和47 3692 外国為替相場　その一般的考察
昭和47 3693 SDRとその再検討
昭和47 3694 米国統一商法典と預金業務について
昭和47 3695 ユーロ・ダラー市場論入門
昭和47 3696 LEADS AND LAGSに関する一考察
昭和47 3697 カナダに於ける外国為替の実態
昭和47 3698 米多国籍企業に関する若干の考察　-これからの日本企業-
昭和47 3699 イギリスを中心とする国際金本位の成立とその崩壊過程
昭和47 3700 将来の国際通貨体制におけるSDRの位置
昭和47 3701 新しい英国金融機構
昭和47 3702 国際通貨不安と国際流動性問題
昭和47 3703 国際短資市場に関する一考察
昭和47 3704 J. Rueffの金価格引上げ論に対する批判的検討
昭和47 3705 日本の大学教育の収益率の推計
昭和47 3706 技術進歩と有業人口移動　-日本の労働移動について-
昭和47 3707 現代日本の物価問題
昭和47 3708 公害・環境問題の経済分析

昭和47 3709
旧南部藩に於ける二つの大百姓一揆　-弘化四年・嘉永六年　三閉伊通大
百姓一揆-

昭和47 3710 アメリカ帝国主義とベトナム戦争
昭和47 3711 明治期の教育と福沢諭吉　-「学制」頒布から「教育勅語」渙発まで-

昭和47 3712
1930年代における国家権力の変質過程に関する論争について　-二重の
帝国主義論と天皇制ファシズム論-
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年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和47 3713
日本資本主義と米穀問題　-米穀関税・米穀法期の挑戦米問題を中心とし
て-

昭和47 3714 EECと西ドイツ独占資本
昭和47 3715 資本主義から社会主義への過渡期におけるソ連経済
昭和47 3716 幕末・維新期の民衆闘争　-荘内ワッパ騒動の考察-
昭和47 3717 酒造業の特殊性とその近代化における諸問題
昭和47 3718 ドイツ帝国主義の確立と貿易政策
昭和47 3719 大衆社会における組織の問題について
昭和47 3720 戦後日本における婦人労働の特質と家庭の位置
昭和47 3721 現代アメリカ資本主義と多国籍企業
昭和47 3722 〈アジア的生産様式論〉から〈共同体〉論へ
昭和47 3723 Social Costs と企業会計
昭和47 3724 軍拡の経済的影響
昭和47 3725 近代経済学の限界性について
昭和47 3726 経済成長と新しいインフレーション　-アメリカと日本の比較-
昭和47 3727 後進国の始発段階創造における構造的変化と不平等化要因
昭和47 3728 アジアの経済発展　-緑の革命と援助を中心に-
昭和47 3729 比較経済体制論の基準と厚生経済学
昭和47 3730 戦後日本の経済成長理論の検討　-諸論争をめぐって-
昭和47 3731 資本主義変貌論の検討
昭和47 3732 価格機構の再検討
昭和47 3733 貨幣　-その本質・制度・および学説的展開-
昭和47 3734 消費者ローン
昭和47 3735 金融政策の有効性
昭和47 3736 英国金融史
昭和47 3737 インフレーションに関する一考察
昭和47 3738 銀行の貸出ビヘイビア
昭和47 3739 利子率の決定とその効果

昭和47 3740
広告の定義と技法　商品学を礎とする心理学とマーケテイング二面からの
考察

昭和47 3741
広告計画論　-主として広告目標設定問題とProduct Life Cycleによる広告
効果測定について-

昭和47 3742 再販売価格維持制度の検討
昭和47 3743 消費者運動と労働運動
昭和47 3744 青果物の市場性　品質・価格・流通
昭和47 3745 消費者の権利
昭和47 3746 商品の心理化・意味化
昭和47 3747 新しい時代の小売業
昭和47 3748 現代の消費者行動と総合マーケティング
昭和47 3749 広告表現の基礎
昭和47 3750 成長商品要因分析方法論
昭和47 3751 「社長と重役会」「社長と企業計画」「社長と国際経営」
昭和47 3752 経営行動と行動科学
昭和47 3753 日本型多国籍企業と労務管理
昭和47 3754 市場環境の把握とマーケティング戦略
昭和47 3755 経営政策とマーケティング・マネージメント
昭和47 3756 組織の有効性とリーダーシップ
昭和47 3757 事業部制の本質とその再検討
昭和47 3758 経営理念と動機づけ
昭和47 3759 経営組織と個人
昭和47 3760 労務管理と生産性
昭和47 3761 過程論派経営管理学と人間的要因
昭和47 3762 多国籍企業とその優位性
昭和47 3763 個人と組織の統合調整　-個人と組織の摩擦をいかにして減らすか-
昭和47 3764 現代企業と効果的な人間管理　-経営と人間の統合-
昭和47 3765 長期経営計画と戦略的経営体制
昭和47 3766 流通近代化とボランタリーチェーン
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年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和47 3767 経営計画と経営戦略
昭和47 3768 現代経営と官僚制
昭和47 3769 「3769」は修論
昭和47 3770 Contemporary Studies in the Evolution of Accounting Thought
昭和47 3771 外部報告会計の基礎概念　-会計公準に関する一考察-
昭和47 3772 利益計画の基本的性格　-特に短期利益計画について-
昭和47 3773 貨幣価値変動下における会計　-会計の転能と外部環境-
昭和47 3774 連結財務諸表に関する一考察
昭和47 3775 資本利益率の再吟味　-特に、投下資本の決定とリース会計について-
昭和47 3776 減価償却の歴史
昭和47 3777 減価償却の本質
昭和47 3778 Accounting Theory : Continuity and Change -翻訳と注解-
昭和47 3779 損益計算に関する歴史的考察
昭和47 3780 Contemporary Studies in the Euolution of Accounting Thought
昭和47 3781 持分会計と会計主体論
昭和47 3782 繰延資産に関する一考察
昭和47 3783 資本概念についての一考察
昭和47 3784 資産の減価と減価償却
昭和47 3785 国際会計　-物価水準修正と将来用役評価概念の適用に関連して-
昭和47 3786 保守主義会計の検討
昭和47 3787 保守主義的会計に対する批判的考察
昭和47 3788 監査証拠と監査手続
昭和47 3789 原価管理
昭和47 3790 連結財務諸表に関する基礎的諸問題　-特に連結の範囲を中心として-
昭和47 3791 引当金論　-引当金会計純化のために-
昭和47 3792 公害・環境問題と会計学
昭和47 3793 引当金
昭和47 3794 フィッシャー理論について
昭和47 3795 連結財務諸表の生成・発展とその基礎理論
昭和47 3796 アメリカ経営分析史
昭和47 3797 引当金会計
昭和47 3798 監査制度の展望
昭和47 3799 社会主義会計学　-ソビエトにおける減価償却制度とその理論の展開-
昭和47 3800 実現概念について
昭和47 3801 経営分析　-経営分析から見た日本経済-
昭和47 3802 不確実性下に於ける意思決定
昭和47 3803 無形固定資産会計論
昭和47 3804 繁栄への道
昭和47 3805 K.G.Murdal Asian Drama Introduction 本文全訳
昭和47 3806  F.Machlup著　Remaking the International Monetary System The Rio
昭和47 3807 アメリカにおける銀行規制と競争
昭和47 3808 利子率と中央銀行　ロバート,V.ローザ　和訳および考察と反論
昭和47 3809 金融政策の効果に於ける遅れをめぐる諸論争
昭和47 3810 Sir Roy Harrod の固定相場制について
昭和47 3811 金融政策の有効性　-W.スミスの研究-
昭和47 3812 宗教と飲酒の関係について
昭和47 3813 断酒会活動の現状と将来

昭和47 3814
飲酒と産業　-アメリカの企業におけるアルコール中毒対策の日本への適
要-

昭和47 3815 婦人論　-女の人はどう生きたら幸福か-
昭和47 3816 文学とアルゴリズム　-特にゾラの「居酒屋」を中心として-
昭和47 3817 飲酒に対する態度における文化的相違について
昭和47 3818 労働者とAlcoholism問題
昭和47 3819 北海道の断酒会の実状
昭和47 3820 フランスの飲酒
昭和47 3821 和人によるアイヌ民族征服史
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年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和47 3822 友愛組合　-自助運動の発展と限界-
昭和47 3823 料率規制　-公共性・独占禁止法・社会的費用からの考察-
昭和47 3824 「測度と積分」及び「確率論の基礎概念」について
昭和47 3825 交絡法の構成原理
昭和47 3826 意思決定論　-バーナードおよびサイモンの展開-
昭和47 3827 組織論の社会心理的アプローチ
昭和47 3828 ベイズ論的決定理論
昭和47 3829 経営におけるシミュレーションの基礎的考察
昭和47 3830 MISに関する基礎研究
昭和47 3831 組織及び管理理論の発展過程
昭和47 3832 自己啓発的組織についての考察
昭和47 3833 Top Management Leadership について
昭和47 3834 情報の経済学的分析　-価値コストと市場性-
昭和47 3835 組織経営の行動科学
昭和47 3836 人間および集団対組織に関する一考察
昭和47 3837 激動する環境の下における組織のとるべき姿
昭和47 3838 個人と組織の統合　-アージリス組織理論-
昭和47 3839 多重共線性について
昭和47 3840 Y理論から目標管理へ
昭和47 3841 コミュニケーション論批判
昭和47 3842 HAP設計書
昭和47 3843 線形計画法
昭和47 3844 シミュレーション
昭和47 3845 ゲームの理論
昭和47 3846 文芸の底流
昭和47 3847 O.R.のための情報理論
昭和47 3848 NET WORK
昭和47 3849 在庫管理
昭和47 3850 PERT.CPMの理論
昭和47 3851 企業調査　-売上げ利益、初任給の関連において-
昭和47 3852 日本資本主義の確立
昭和47 3853 教員の労働基本権と教育権の交錯　-帯広大谷高校労働紛争を例として-
昭和47 3854 批判共同体論
昭和47 3855 企業別組合のもつ問題点および企業別組合の方向性についての検討
昭和47 3856 企業別組合とその生成過程
昭和47 3857 貿易と経済成長
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